
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（２月１日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　もうすぐ 1月も終わろうとしていますが、昨年末からひい
た風邪のせいでなかなか本調子になりません。しかし、私は
このことを通して気付かされたことがあります。それは、私
は今まで大きな病気も怪我もすることなく生きてくることが
できたということです。風邪も今までひいた覚えがないほど
です。丈夫な身体に生んでくれた母と今まで守ってくださっ
た神様に感謝の思いでいっぱいになりました。また、今まで
丈夫だったが故に分からなかった弱さに気付くことができた
ということです。私は今まで「しっかりしていれば風邪なん
かひかない！」という考えで生きてきました。当然自分を管
理することは大切なことです。しかし今までの私は風邪をひ
いて休んだり怠けたりする人に対して裁く思いをもっていま
した。そんな私が今回風邪をひき、思うように身体が動かな
くなりました。これは神様が私に弱い人の気持ちを分かるよ
うにさせてくださったのだと思います。またそれだけでなく、
普段あれこれと忙しく動いてしまう私に神様が立ち止まって
休むときを与えてくださったのだと思います。私は風邪をひ
くことで、自分の考え方が変わったことに気付けました。す
べてのことに時があり、意味があるのだということに気づく
ことができ、本当にありがたいです。また、私の心が右往左
往してしまうとき、いつも教会の家族が支えてくださってい
ることに心からありがとうといいたいです。元気になったら
弱い人たちのために私がもらった大きな愛を流していきたい
と思います。

哀２章～エゼ３章  水５金2

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　哀歌について書いていきます。いろいろな書名が
ありますので紹介いたします。まず、ヘブル語聖書
では，1：1 の冒頭の語「ああ」を本書のタイトル
としています。日本語聖書は，本書がエルサレム滅
亡を嘆いた歌を集めていることから，「哀歌」と呼
んでいます。ギリシヤ語訳旧約聖書（70人訳）には，
「イスラエルが捕囚となり，エルサレムが荒廃して
後，エレミヤは座して泣き，エルサレムのために哀
歌を歌って言った」となっています。そこから古代
訳では「エレミヤの哀歌」または「預言者エレミヤ
の哀歌」という書名が付けられるようになりました。
そして大きな特徴として文学的特質をもった書物に
なっています。哀歌は特別な技巧が凝らされていま
す．1、2章は、3行で 1つの連が構成されています。
そして各連の最初の行の初めの文字がヘブル語アル
ファベット 22 文字の順になっているのです。続い
て 3章は更に技巧が凝らされ、各連が 3行から成り、
3 行とも同じヘブル語アルファベット文字で始まっ
ています。4 章は，1 連が 3 行ではなく 2 行となっ
ており，その 1 行目の頭文字がアルファベット順に
並べられています。5 章には，このような技巧は見
られないが，全部で 22 節から成り，アルファベッ
トの数 22が意識された構成となっています。
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（要約者：行司　佳世）

「共に変えよう !!」

　今回の聖書箇所はローマ人への手紙 12 章 1 節から 5 節です。この
箇所は、私たちがどうあるべきかを教えてくれる聖書の中でも有名な
ところです。2 節に「この世と調子を合わせてはいけません。いや、
むしろ、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け
入れられ、完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新によって
自分を変えなさい。」とあります。「この世と調子を合わせる」ってど
ういうことですか？私たちの価値観・基準というのは全て人から受け
たものです。その世の中の環境です。そしてそれぞれの地域や国によっ
て環境が違うので、人の価値観もそれぞれ違ってきます。そして、そ
れぞれ価値観が違うにもかかわらず、その自分の価値観が “当たり前”
と思うようになります。その自分の価値観に当てはまらない人は “イ
ヤな人” として排除してしまいます。このようなことを続けて良い人
間関係が築けるでしょうか？だから、私たちは「何が良いこと」なの
かを考えなくてはいけません。人は考えることが少なくなっています。
阪神淡路大震災から20年が経ちました。未だに亡くなった人のことを
忘れられずにいる人もいますが、震災のことを忘れてしまっている人
も多いと思います。私たちは、忘れてはいけないことを忘れてしまい、
忘れるべきこと…人からされたこと・言われたことなどを覚えている
ことが多いです。自分がしてもらったことも覚えていません。本来は
逆です。でもこれが “当たり前” になっているのです。
今回のメッセージタイトルは「共に変えよう !!」副題は「一喜一憂を
捨てよう」です。一喜一憂ってどう意味ですか？ちょっと良いことが
あればスゴく喜んで、ちょっと悪いことがあるとスゴく落ちこむ…今
泣いたカラスがもう笑った…なんてことわざがある通りですよね。こ
れは、子どもならゆるされますが、大人がこれではどうでしょう？
子どもと大人の違いは「目的が分かっている」か、「探し中」かです。
大人は目的が分かっているので、その場その場で正しい行動をします。
目的を達成するために間違えられないから、正しい行動をとるように
なるのです。でも目的がなかったら、自己中心に振る舞い、その時の
感情に流され一喜一憂の行動をとるのです。聖書にも箴言 29:18「幻
がなければ、民はほしいままにふるまう」とある通りです。目的がな
いので、自分の行動の意味が分からないからです。
（民数記14:2～ 10,17～ 28）出エジプト記には、奴隷として扱われて
いたユダヤ人がモーセに導かれてエジプトを脱出した事が書かれてい
ます。ユダヤ人が奴隷から解放される事を願ったので、神さまがそれ
をかなえられたのです。さらに約束の地に着くまでの間、民が願った
こと（暑い、寒い、水が欲しい、肉が食べたいなど）を神さまはかな
えてくださいました。にもかかわらず、このユダヤ人の群衆は「エジ
プトにいた方がましだった。エジプトに帰ろう」と言い始めたのです。
私たちなら、こんな時どうするでしょうか？群衆の意見に調子を合わ
せますか？また、怒りにまかせて行動しますか？モーセとアロンは違
いました。このような民のためにもひれ伏し祈ったのです。そしてヨ
シュアとカレブもちがいました。10 人の先見隊のうち、この二人だけ
が状況に左右されないで神さまの約束の地を正しく伝えました。にも
かかわらず、ユダヤ人の群衆はこの二人を石打ちにして殺そうとする
のです。しかしヨシュアとカレブは 17～ 19 節「どうか今、わが主の
大きな力を現してください。あなたは次のように約束されました。『主
は怒るのにおそく、恵み豊かである。咎とそむきを赦すが、罰すべき
者は必ず罰して、父の咎を子に報い、三代、四代に及ぼす』と。あな
たがこの民をエジプトから今に至るまで赦してくださったように、ど
うかこの民の咎をあなたの大きな恵みによって赦してください。」と祈
るのです。だから、神さまは 20～ 28 節「わたしはあなたのことばど
おりに赦そう。しかしながら、わたしが生きており、主の栄光が全地
に満ちている以上、エジプトとこの荒野で、わたしの栄光とわたしの
行ったしるしを見ながら、このように十度もわたしを試みて、わたし
の声に聞き従わなかった者たちは、みな、わたしが彼らの先祖たちに
誓った地を見ることがない。わたしを侮った者も、みなそれを見るこ
とがない。 ただし、わたしのしもべカレブは、ほかの者と違った心を持っ
ていて、わたしに従い通したので、わたしは彼が行って来た地に彼を
導き入れる。彼の子孫はその地を所有するようになる。低地にはアマ
レク人とカナン人が住んでいるので、あなたがたは、あす、向きを変
えて葦の海の道を通り、荒野へ出発せよ。」「いつまでこの悪い会衆は、
わたしにつぶやいているのか。わたしはイスラエル人が、わたしにつ
ぶやいているつぶやきを、もう聞いている。あなたは彼らに言え。こ
れは主の御告げである。わたしは生きている。わたしは必ずあなたが
たに、わたしの耳に告げたそのとおりをしよう。」と、答えられます。
神さまは、つぶやく者たちを罰したのではなく、耳に告げたとおりに
されたのです。それまでに神さまは幾度も立ち返るチャンスを与えら
れました。しかし不平不満を言い、つぶやき続けた群衆がいました。
結果、その群衆は40年間荒野をさまよって約束の地には行けませんで
した。まだ、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかを
わきまえ知るために、心の一新によって自分を変えないで、環境のせ

いにして一喜一憂して、つぶやき続けるのですか？もうこれは止めな
ければいけません。
一喜一憂を止めるために①小さな決断に力がある事を覚えておきま
しょう。この小さな決断には “良い決断” “悪い決断” があります。ほ
とんどの場合が “悪い決断” をしてしまいます。でも心の奥底、どこ
かに小さな “良い決断” があるのです。今までの生き方をリセットし
て新しい価値観で生きることは小さな決断です。「やーめた !」と言っ
て諦めてしまうのも小さな決断です。でも、その小さな決断によって
人生が大きく変わります。小さな決断に力がある事を覚えておきましょ
う。
そして、②自分の心に負けるな ! 環境の故ではない事もしっかり覚えて
おきましょう。自分の心に負けない…これがすべてです。ロバート・シー
ラーという牧師がいました。この人はお金がなくて教会を建てられま
せんでした。アメリカには車に乗ったまま映画を観る習慣があったの
で、車に乗ったまま礼拝するシステムを初めてした牧師先生でした。
いろいろな人から「そんな礼拝あるか !」と言われました。しかし彼の
行動はクリスチャンだけではなくまだ神さまを知らない人たちの中で
New Thought（新しい人生の考え方）として有名になりました。ただ
の貧しい牧師が自分の良心に従って神さまと一緒に物事を始めるとこ
れだけの影響を与えるのです。シーラー牧師は著書の中で『成功者と
失敗者の違いは何か。失敗者は粘りがなく、簡単に断念してしまう。
なぜか？周りのせいではなく、自分自身の心に負けてしまうからです。
このことこそが失敗者なんです。失敗とは何か？失敗とはやり方を変
えるべきサインなのだ、と彼はいう。落胆したり、絶望することはな
いのです。あきらめずに、やり方を変えて幾度もトライするのです。
エジソンが偉大なのは、失敗を繰り返しても、決してあきらめなかっ
たからです。電球を完成させるまでに、何千回もの失敗を繰り返した
と伝えられています。マーク・トウェインも、無名の頃は、何百回も
原稿をボツにされても、くじけなかったといいます。どう考え、どう
行動して自分の夢を実現するかです』と述べています。自分の心に負
けないで、小さな決断をするだけなのです。自分の心が負けそうな時「こ
んな弱さよ立ち去れ !」「そんな心よ出て行け !」と言うだけです。簡単
でしょ？だから、環境の故ではないことをしっかり覚えておきましょ
う。
そして、③最後まで（堪え忍ぶ）…です。途中止めはいけません。聖書
にも何度も「最後まで堪え忍ぶ者は救われる」と言っています。これ
は「結果が出るまで…」ではないです。違います。結果は、勝手に出
てくるものです。最後まで堪え忍ぶ ! です。でも、堪え忍ぶのは一人
でではありません。教会の神の家族はみんなで私たちを命がけで支え
ようとします。それが教会なのです。
最後まで…小さな決断を自分の心に負けないでする…それだけです。
ヘブル人への手紙12章 11節～19節に書かれています。『すべての懲
らしめは、そのときは喜ばしいものではなく、かえって悲しく思われ
るものですが、後になると、これによって訓練された人々に平安な義
の実を結ばせます。ですから、弱った手と衰えたひざとを、まっすぐ
にしなさい。また、あなたがたの足のためには、まっすぐな道を作り
なさい。なえた足が関節をはずさないため、いやむしろ、いやされる
ためです。すべての人との平和を追い求め、また、聖められることを
追い求めなさい。聖くなければ、だれも主を見ることができません。
そのためには、あなたがたはよく監督して、だれも神の恵みから落ち
る者がないように、また、苦い根が芽を出して悩ましたり、これによっ
て多くの人が汚されたりすることのないように、また、不品行の者や、
一杯の食物と引き替えに自分のものであった長子の権利を売ったエサ
ウのような俗悪な者がないようにしなさい。あなたがたが知っている
とおり、彼は後になって祝福を相続したいと思ったが、退けられました。
涙を流して求めても、彼には心を変えてもらう余地がありませんでし
た。あなたがたは、手でさわれる山、燃える火、黒雲、暗やみ、あらし、ラッ
パの響き、ことばのとどろきに近づいているのではありません。この
とどろきは、これを聞いた者たちが、それ以上一言も加えてもらいた
くないと願ったものです。』
　だから、足と手をまっすぐに伸ばして立ち上がりましょう ! 聖書の
教えは、まず立ち上がることからスタートします。「まっすぐな道を作
りなさい」と言われています。これは、今まで生きてきた価値観を捨
てて新しい価値観で道を進みなさいと言われているのです。そして「す
べての人との平和を追い求め、また、聖められることを追い求めなさい」
とあります。これは自分のための人生ではなく、平和を追い求めて、
だれかのためを思って行動しなければいけません。そのために「よく
監督して」と言われています。そのために私たちはいるのです。自分
の隣にいる人が苦しまないようにしなければいけません。多くの人が
汚されないように自分の古い価値観を捨てて一時の感情に流されて行
動するのを止めなければいけません。エサウは、空腹という一時の感
情で小さな悪い決断（長子の権利を売る）をしてしまって、自分と自
分の子孫の祝福を失いました。自分がもしも子孫に良いものを残した
いのなら、良い決断を自分がしなくてはいけません。みんなで、一緒
に…共に、人のせいにするのではなく自分で変わっていって将来に良
い実を残しましょう。

連絡事項
・2月 2日（月）～ 7日（土）は韓国サミル教会
　より短期宣教チームが来ます。導きと働きの
　ためにお祈りしていきましょう。
・2月 21 日（土）は新庄村にてかまくら de
　お餅を食べる企画があります。楽しい企画で
　す。たくさんの人に声かけをしていきましょ
　う。


